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 注意欠陥多動性障害（ADHD )は、かつては（そして今で
も）家庭や教室で多動と不注意などの症状を示す、一時的な
「子どもの」障害と考えられてきた。しかしその脳内過程 
の解明と、青年期まで持続する二次障害の存在によって、 
一生にわたる 脳の実行機能障害であることが明らかになっ
てきた。  
 ADHDの脳科学と、大人の脳機能障害としてのADHDについて 
最近の考え方を紹介したい。 
 


